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(1)

【
論
文
】 

 

宮
沢
賢
治
文
学
に
お
け
る
地
学
的
想
像
力
（
七
） 

 
 

 

基
礎
編 :

「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
の
検
証
（
そ
の
一
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

―
「
五
間
ヶ
森
」
と
そ
の
周
辺
― 
 

 
 

 

 

鈴 

木 

健 

司 
 

 
  

本
稿
は
「
宮
沢
賢
治
文
学
に
お
け
る
地
学
的
想
像
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
に
企
図
さ
れ
た
、
連
作
論
文
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

（
一
）「
基
礎
編
・
珪
化
木
（
Ⅰ
）
及
び
瑪
瑙
」（
「
文
学
部
紀
要
」
文
教
大
学
文
学
部
第
21-

2
号
）
、（
二
）「
基
礎
編
・
珪
化
木
（
Ⅱ
）」

（
「
言
語
文
化
」
第
20
号
、
文
教
大
学
言
語
文
化
研
究
所
）
、
（
三
）
「
基
礎
編
・
〈
ま
ご
い
淵
〉
と
〈
豊
沢
川
の
石
〉
」
（
「
注
文
の
多
い
土

佐
料
理
店
」
第
12
号
、
高
知
大
学
宮
沢
賢
治
研
究
会
）
、（
四
）「
応
用
編
・
楢
ノ
木
大
学
士
と
蛋
白
石
、
発
展
編
・
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
地
学 

」

（「
文
学
部
紀
要
」
文
教
大
学
文
学
部
第
22-
1
号
）
、（
五
）「
応
用
編
・
修
羅
意
識
と
中
生
代
白
亜
紀
」（「
文
学
部
紀
要
」
文
教
大
学
文

学
部
第
22-

2
号
）
、
（
六
）
「
応
用
編
・
第
三
紀
泥
岩
と
影
－
朔
太
郎
的
不
安
と
の
類
似
性
－
」
（
「
文
教
大
学
国
文
」
第
38
号
）
を
発
表

し
て
い
る
。 

 

本
稿
の
目
的
は
、
「〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕」
に
関
し
、
特
に
賢
治
作
品
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
「
五
間
ヶ
森
」
と
そ
の
周
辺

地
域
の
調
査
結
果
を
報
告
し
、
賢
治
作
品
の
読
解
に
不
可
欠
な
基
礎
的
資
料
を
新
た
に
提
示
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

キ
ー
ワ
ー
ド:

宮
沢
賢
治
、
地
学
、
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
、
五
間
ヶ
森
、
松
倉
山 
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(2)

  
 

一 

「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
と
は 

  

「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
（
図
版
ペ
ー
ジ
参
照
）

は
、
『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
第
十
四
巻
「
雑
纂
」
に
、
カ

ラ
ー
口
絵
写
真
の
か
た
ち
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
巻

の
「
校
異
」
篇
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  

《
用
紙
》 

五
万
分
一
地
形
図
「
新
町
（
秋
田
四
号
）
」
（
陸

地
測
量
部
発
行
）
一
枚 

 

《
筆
記
具
》 

ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
（
文
字
の
記
入
の

み
）
・
水
彩
絵
具 

 

《
補
説
》 

本
稿
は
、
「
巌
手
県
稗
貫
郡
地
質
及
土
性
調
査

報
告
書
」
の
た
め
の
実
地
踏
査
中
（
大
正
六
年
五
月
以
降
）
に

作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（
本
文
篇
四
五
頁
お
よ
び
「
校

異
」
参
照
）
。 

 

本
稿
に
使
用
さ
れ
た
地
形
図
は
図
郭
外
の
部
分
を
切
り
取

り
、
十
六
折
に
さ
れ
て
い
る
（
野
外
携
行
用
に
よ
く
行
わ
れ
る

措
置
）
。
こ
の
地
形
図
の
初
版
は
大
正
五
年
三
月
三
十
日
発
行

（
黒
一
色
刷
）
。
な
お
、
「
新
町
」
図
幅
は
「
花
巻
」
の
西
に

隣
接
す
る
も
の
で
、
本
稿
の
部
分
は
稗
貫
郡
の
西
北
端
に
あ
た

る
。
地
形
図
の
全
体
を
次
に
掲
出
す
る
が
、
口
絵
写
真
に
示
し

た
部
分
以
外
に
は
賢
治
の
記
入
は
な
い
。 

  

「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
は
、
「
校
異
」
《
補
説
》

に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
巌
手
県
稗
貫
郡
地
質
及
土
性
調

査
報
告
書
」
（
以
下
「
報
告
書
」
と
記
す
）
作
成
の
た
め
、
実

地
踏
査
の
段
階
で
作
ら
れ
た
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
。
そ
も

そ
も
「
報
告
書
」
と
は
、
大
正
六
年
三
月
、
稗
貫
郡
長
よ
り
盛

岡
高
等
農
林
学
校
教
授
・
関
豊
太
郎
に
、
稗
貫
郡
の
地
質
及
土

性
に
関
す
る
調
査
の
嘱
託
が
あ
り
、
約
四
年
後
の
大
正
十
一
年

一
月
に
完
成
、
稗
貫
郡
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
成

に
あ
た
り
関
教
授
は
、
実
地
踏
査
を
伴
う
そ
の
仕
事
の
補
助
者

と
し
て
、
神
野
生
馬
（
農
学
科
第
二
部
助
教
授
）
、
宮
沢
賢
治

（
当
時
三
学
年
在
籍
）
に
依
頼
し
た
。
賢
治
は
「
報
告
書
」
の

完
成
の
た
め
、
卒
業
後
も
研
究
生
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
報
告
書
」
に
は
稗
貫
郡
長
の
「
序
」
と
関
豊
太
郎
の
「
序
言
」

が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
稗
貫
郡
長
の
「
序
」
か
ら
は
、
「
報
告

書
」
の
作
成
の
意
義
・
必
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

関
豊
太
郎
の
「
序
言
」
か
ら
は
、
「
報
告
書
」
が
ど
の
よ
う
に
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(3)

し
て
作
成
さ
れ
た
か
、
特
に
、
賢
治
が
い
か
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
賢
治
に
関
す
る
箇
所

の
み
「
序
言
」
か
ら
、
次
に
引
用
す
る
。 

 

大
正
六
年
三
月
稗
貫
郡
長
葛
博
氏
ヨ
リ
公
務
ノ
余
暇
ヲ
以

テ
数
年
ヲ
期
シ
テ
郡
内
ノ
地
質
及
土
性
ヲ
調
査
シ
農
事
改

良
ニ
資
セ
ム
ト
ス
ル
ノ
希
望
ヲ
容
レ
、其
年
四
月
嘱
托
ヲ
承

ケ
之
卜
同
時
ニ
農
学
得
業
士
神
野
幾
馬
及
宮
沢
賢
治
ノ
両

氏
調
査
員
ト
シ
テ
嘱
託
セ
ラ
レ
著
者
ノ
事
業
ヲ
幇
助
ス
ル

コ
ト
ヽ
ナ
レ
リ
。宮
沢
氏
ハ
同
年
五
月
以
降
洽
ク
郡
内
山
野

ヲ
跋
渉
シ
、桔
据
勉
励
同
年
ノ
終
ニ
至
リ
テ
地
質
図
ヲ
完
成

ス
ル
ニ
至
レ
リ
、著
者
ハ
自
己
ノ
踏
査
セ
ル
結
果
ニ
照
ラ
シ

多
少
之
ニ
補
修
ヲ
加
へ
タ
リ
、而
シ
テ
宮
沢
氏
ノ
観
察
卜
著

者
実
地
ニ
視
察
セ
ル
事
実
ト
ニ
基
キ
本
郡
地
形
及
地
質
ニ

関
ス
ル
記
事
ヲ
編
成
シ
之
ヲ
報
文
ノ
第
一
章
ト
ナ
セ
リ
。

（
後
略
） 

 
 

大
正
十
一
年
一
月 

 
 
 
 
 
 

東
京
市
外
西
ヶ
原
ノ
寓
居
ニ
於
テ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農
学
博
士 

 

関 

豊
太
郎 

 

 

神
野
幾
馬
へ
の
嘱
託
は
助
教
授
で
あ
る
か
ら
当
然
と
し
て

も
、
宮
沢
賢
治
は
三
学
年
に
在
籍
中
で
あ
り
、
異
例
の
抜
擢
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
賢
治
が
書
い
た
と
さ
れ
る
「
報
告
書
」

第
一
章
「
地
形
及
地
質
」
を
読
む
と
、
地
質
学
に
関
す
る
賢
治

の
知
見
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
後
の
論
の
展
開
に
直

結
す
る
第
一
章
第
二
節
「
岩
石
及
地
質
系
統
」
第
二
項
「
火
成

岩
」
の
「
三
、
流
紋
岩
」
の
記
述
を
引
用
す
る
。 

 

三
、
流
紋
岩

．
．
．
（
酸
性
火
山
岩
） 

本
岩
ハ
一
ニ
石
英
粗
面

．
．
．
．

岩．
卜
称
シ
微
細
ナ
ル
斜
長
石
及
石
英
ヨ
リ
成
レ
ル
灰
白
色

淡
黄
色
乃
至
淡
赤
色
ノ
石
基
中
ニ
細
カ
キ
石
英
ノ
斑
晶
ヲ

散
点
シ
、
破
面
ハ
粗
糙
ナ
ル
ヲ
常
ト
ス
レ
ト
モ
時
ニ
頗
ル

緻
密
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
屡
其
岩
漿
タ
リ
シ
際
ニ
流
動
シ
タ

ル
紋
理
即
チ
流
紋
．
．
ヲ
現
ハ
ス
之
レ
流
紋
岩
卜
呼
ハ
ル
、
所

以
ナ
リ
、
往
々
岩
石
ノ
小
腔
中
ニ
細
キ
石
英
ノ
結
晶
ヲ
群

生
ス
、
本
岩
ハ
第
三
紀
ニ
迸
発
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
時

其
噴
火
ノ
頗
ル
隆
盛
ナ
リ
シ
ハ
其
凝
灰
岩
ノ
分
布
広
大
ナ

ル
ニ
ヨ
リ
テ
推
知
ス
ル
ヲ
得
へ
シ
、
流
紋
岩
ハ
西
部
丘
陵

地
ノ
諸
所
ニ
露
出
シ
其
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ハ
大
森
山
及
五
間

森
ニ
シ
テ
其
玻
璃
状
変
種
タ
ル
真
珠
岩
及
松
脂
岩
ヲ
伴
フ
。 
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(4)

  
稗
貫
郡
で
の
流
紋
岩
の
分
布
は
「
西
部
丘
陵
地
ノ
諸
所
」
で

あ
る
と
し
、
顕
著
な
も
の
と
し
て
「
大
森
山
」
と
「
五
間
ヶ
森
」

を
挙
げ
、
流
紋
岩
の
「
玻
璃
状
変
種
」
で
あ
る
「
真
珠
岩
」
や

「
松
脂
岩
」
も
見
出
せ
る
と
し
て
い
る
。
「
西
部
丘
陵
地
ノ
諸

所
」
と
は
豊
沢
川
中
流
域
を
指
す
。
同
地
域
に
お
け
る
他
の
例

を
挙
げ
れ
ば
、
鉛
温
泉
近
く
の
「
高
倉
山
」
や
「
江
釣
子
森
山
」

も
流
紋
岩
か
ら
で
き
て
い
る
と
さ
れ
る
。 

 

賢
治
の
死
後
た
だ
一
枚
残
さ
れ
た
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ

ッ
プ
〕
」
は
、
こ
の
付
近
を
調
査
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
五
間
ヶ
森
」
の
箇
所
を
見
る
と
、
流
紋
岩
を
意
味
す
る
「Lip

」

（Liparite

・
リ
パ
ラ
イ
ト
の
略
）
の
記
述
を
確
認
で
き
る
。
賢

治
は
、
ま
ず
大
沢
川
の
上
流
域
に
入
り
、
川
筋
を
下
り
な
が
ら
、

そ
の
足
で
「
五
間
ヶ
森
」
に
向
か
い
「
五
間
ヶ
森
」
の
中
腹
を

南
か
ら
北
に
め
ぐ
り
、
「
下
し
沢
」
を
経
由
し
、
県
道
（
花
巻

大
曲
線
）
へ
抜
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
の
間
の
標
本
番
号
を
確
認
す
る
と
30
～
36
が
「
大
沢
川
」
、

37
・
39
が
「
五
間
ヶ
森
」
、
38
は
「
五
間
ヶ
森
」
を
越
え
た

峠
道
、
42
が
「
下
し
沢
」
で
あ
る
。
40
・
41
は
飛
び
番
と
な

っ
て
い
る
が
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
矢
櫃
層
（
湯

口
層
）
と
よ
ば
れ
る
新
第
三
紀
中
新
世
の
凝
灰
岩
が
基
盤
と
な

っ
て
お
り
、
下
部
に
は
男
助
層
（
凝
灰
岩
）
が
あ
る
。
そ
れ
ら

を
貫
い
て
流
紋
岩
の
マ
グ
マ
が
噴
出
し
山
を
成
し
て
い
る
。
ま

た
大
沢
川
上
流
は
、
大
石
層
（
凝
灰
岩
）
、
さ
ら
に
大
石
層
下

位
の
大
荒
沢
層
（
幕
館
層
）
（
凝
灰
岩
）
に
か
か
っ
て
お
り
、

安
山
岩
マ
グ
マ
の
噴
出
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
複
雑
な
岩

石
分
布
を
呈
し
て
い
る
。
30
～
35
はA

nd (andesite

・
安
山
岩)

（
写
真
１
）
、
36
はC

onglom
erate (

礫
岩)

質
のTuff (

凝
灰

岩)

（
写
真
２
）
、
37
・
39
はLip 

(Liparite

・
流
紋
岩)

（
写

真
３
・
４
）
で
、
38
は
判
読
し
に
く
い
英
語
だ
が
、
お
そ
ら
く
は

Tuff

（Pum
iceous

）
で
、
浮
石
質
凝
灰
岩
（
写
真
５
）
の
こ
と

だ
ろ
う
。
42
はLip (Liparite

・
流
紋
岩)

（
写
真
６
）
で
あ
る
。 

 

「
五
間
ヶ
森
」
中
腹
に
黒
曜
岩
を
意
味
す
るO

bs. (O
bsidian)

の
記
述
が
見
え
注
目
さ
れ
る
が
、
同
地
点
か
ら
黒
曜
岩
を
確
認

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
「
下
シ
沢
」
の
上
流
部

で
真
珠
岩
の
大
き
な
貫
入
露
頭
が
確
認
で
き
た
（
写
真
７
）
。

そ
こ
は
、
「
五
間
ヶ
森
」
の
山
裾
と
も
い
え
る
場
所
で
、
貫
入

方
角
は
、「
五
間
ヶ
森
」
の
山
塊
に
向
か
っ
て
い
る
。
ま
た
「
下

シ
沢
」
の
転
石
の
中
に
真
珠
岩
を
幾
つ
も
見
出
す
こ
と
が
で
き

た
（
写
真
８
）
。
賢
治
は
先
の
「
報
告
書
」
で
「
其
玻
璃
状
変
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種
タ
ル
真
珠
岩
及
松
脂
岩
ヲ
伴
フ
」
と
記
述
し
て
い
る
。
黒
曜

岩
と
真
珠
岩
は
と
も
に
流
紋
岩
の
仲
間
で
非
常
に
近
い
関
係

に
あ
り
、
賢
治
は
黒
曜
岩
と
真
珠
岩
と
を
同
義
語
的
に
用
い
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。「
下
シ
沢
」
の
真
珠
岩
は
、
九
州
大
学
・

理
学
研
究
院
・
地
球
惑
星
科
学
部
門
の
上
原
誠
一
郎
先
生
の
鑑

定
で
は
、
真
珠
岩
に
似
て
い
る
が
黒
曜
岩
と
判
断
す
べ
き
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
私
の
採
取
し
た
真
珠
岩
（
ま
た
は
黒
曜
岩
）

は
、
賢
治
が
「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
上
に
記
し
た

地
点
と
は
異
な
る
場
所
か
ら
の
産
出
で
直
接
的
な
証
拠
と
は

な
ら
な
い
が
、
賢
治
が
「
下
し
沢
」
を
下
り
る
際
に
真
珠
岩
の

露
頭
を
見
た
可
能
性
も
高
く
、
全
く
の
無
関
係
と
は
思
わ
れ
な

い
。 

 

と
い
う
の
も
、「
〔
地
質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
上
の
「O

bs.

」

に
は
標
本
採
取
番
号
が
な
く
、
本
当
に
賢
治
が
そ
の
地
点
で
黒

曜
岩
を
見
た
の
か
ど
う
か
の
確
証
が
な
い
。
さ
ら
に
、
観
察
し

た
か
ぎ
り
で
は
、
賢
治
が
記
述
し
た
付
近
か
ら
の
黒
曜
岩
（
ま

た
は
真
珠
岩
）
の
産
出
は
、
ほ
と
ん
ど
可
能
性
が
な
い
と
私
は

判
断
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
下
し
沢
」
（
「
五
間
ヶ
森
」

の
山
裾
）
の
黒
曜
岩
（
ま
た
は
真
珠
岩
）
と
、
「
〔
地
質
調
査

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
上
「
五
間
ヶ
森
」
中
腹
に
書
き
込
ま
れ
た

黒
曜
岩
と
は
、
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
推

定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
現
時
点
で
は
、
調
査
報
告

と
し
て
と
ど
め
て
お
き
た
い
。 

  

ま
た
、
「
五
間
ヶ
森
」
の
流
紋
岩
に
は
二
種
類
あ
り
、
目
の

ギ
ッ
シ
リ
と
詰
ま
っ
た
も
の
と
、
そ
ろ
ば
ん
玉
型
の
空
隙
を
持

っ
た
も
の
が
確
認
で
き
る
。
後
者
は
、
比
較
的
新
し
い
噴
火
の

際
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
空
隙
の
な
か
に
玉
随
の

埋
ま
っ
て
い
た
あ
と
を
示
す
も
の
も
採
取
で
き
た
（
写
真
９
）
。 

蛋
白
石
の
充
填
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。 

 

蛋
白
石
と
の
関
連
で
い
う
な
ら
、
「
下
シ
沢
」
の
調
査
中
、

流
紋
岩
の
転
石
に
蛋
白
石
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
写
真

10
）
。
同
質
の
流
紋
岩
を
求
め
沢
を
遡
る
と
、
高
倉
山
方
面

か
ら
下
シ
沢
に
流
れ
込
む
北
ノ
又
沢
で
再
度
蛋
白
石
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
下
シ
沢
」
で
採
取
さ
れ
た
蛋
白
石
は

株
式
会
社
ニ
チ
カ
に
分
析
を
委
託
、
Ｘ
線
回
折
分
析
の
結
果
と

し
て
蛋
白
石
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
蛋
白
石
は
、

賢
治
作
品
を
読
み
解
く
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
り
、

〈
台
〉
の
万
寿
山
で
の
蛋
白
石
の
確
認
（
「
応
用
編
・
楢
ノ
木

大
学
士
と
蛋
白
石
」
参
照
）
と
と
も
に
、
意
義
あ
る
こ
と
と
考
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え
て
い
る
。 

  
 

二 

詩
「
風
景
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
」
・
「
風
と
偏
奇
」 

  

詩
集
『
春
と
修
羅
』
（
第
一
集
）
「
風
景
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
」

と
い
う
作
品
が
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
舞
台
は
、
お
そ
ら
く
実

在
す
る
「
五
間
ヶ
森
」
と
そ
の
周
辺
地
域
で
あ
る
。 

 

爽
か
な
く
だ
も
の
の
に
ほ
ひ
に
充
ち 

つ
め
た
く
さ
れ
た
銀
製
の
薄
明
穹

は
く
め
い
き
う

を 

雲
が
ど
ん
ど
ん
か
け
て
ゐ
る 

黒
曜

こ
く
え
う

ひ
の
き
や
サ
イ
プ
レ
ス
の
中
を 

一
疋
の
馬
が
ゆ
つ
く
り
や
つ
て
く
る 

ひ
と
り
の
農
夫
が
乗
つ
て
ゐ
る 

も
ち
ろ
ん
農
夫
は
か
ら
だ
半
分
ぐ
ら
ゐ 

木こ

だ
ち
や
そ
こ
ら
の
銀
の
ア
ト
ム
に
溶
け 

ま
た
じ
ぶ
ん
で
も
溶
け
て
も
い
い
と
お
も
ひ
な
が
ら 

あ
た
ま
の
大
き
な
曖
昧
な
馬
と
い
つ
し
よ
に
ゆ
つ
く
り

く
る 

首
を
垂
れ
て
お
と
な
し
く
が
さ
が
さ
し
た
南
部
馬 

黒
く
巨
き
な
松
倉
山
の
こ
つ
ち
に 

一
点
の
ダ
ア
リ
ア
複
合
体 

そ
の
電
燈
の
企
画

プ

ラ

ン

な
ら 

じ
つ
に
九
月
の
宝
石
で
あ
る 

そ
の
電
燈
の
献
策
者
に 

わ
た
く
し
は
青
い
蕃
茄

ト

マ

ト

を
贈
る 

ど
ん
な
に
こ
れ
ら
の
ぬ
れ
た
み
ち
や 

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
を
塗
つ
た
ば
か
り
の
ら
ん
か
ん
や 

電
線
も
二
本
に
せ
も
の
の
虚
無

き

ょ

む

の
な
か
か
ら
光
つ
て
ゐ

る
し 

風
景
が
深
く
透
明
に
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い 

下
で
は
水
が
ご
う
ご
う
流
れ
て
行
き 

薄
明
穹
の
爽
か
な
銀
と
苹
果
と
を 

黒
白
鳥
の
む
な
毛
の
塊
が
奔
り 

 
 
 
 

（
（
あ
あ 

お
月
さ
ま
が
出
て
ゐ
ま
す
）
） 

ほ
ん
た
う
に
鋭
い
秋
の
粉
や 

玻
璃
末

は

り

ま

つ

の
雲
の
稜
に
磨
か
れ
て 

紫
磨
銀
彩

し

ま

ぎ

ん

さ

い

に
尖
つ
て
光
る
六
日
の
月 

橋
の
ら
ん
か
ん
に
は
雨
粒
が
ま
だ
い
つ
ぱ
い
つ
い
て
ゐ

る 
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な
ん
と
い
ふ
こ
の
な
つ
か
し
さ
の
湧
き
あ
が
り 

水
は
お
と
な
し
い
膠
朧
体
だ
し 

わ
た
く
し
は
こ
ん
な
過
透
明

く
わ
と
う
め
い

な
景
色
の
な
か
に 

松
倉
山
や
五
間
森

ご
け
ん
も
り

荒
つ
ぽ
い
石
英
安
山
岩

デ

サ

イ

ト

の
岩
頸
か
ら 

放
た
れ
た
剽
悍
な
刺
客
に 

暗
殺
さ
れ
て
も
い
い
の
で
す 

 
 
 
 
 

（
た
し
か
に
わ
た
く
し
が
そ
の
木
を
き
つ
た
の
だ

か
ら
） 

 
 
 
 
 

（
杉
の
い
た
だ
き
は
黒
く
そ
ら
の
椀
を
刺
し
） 

風
が
口
笛
を
は
ん
ぶ
ん
ち
ぎ
つ
て
持
つ
て
く
れ
ば 

 
 
 
 
 

（
気
の
毒
な
二
重
感
覚
の
機
関
） 

わ
た
く
し
は
古
い
印
度
の
青
草
を
み
る 

崖
に
ぶ
つ
つ
か
る
そ
の
へ
ん
の
水
は 

葱
の
や
う
に
横
に
外そ

れ
て
ゐ
る 

そ
ん
な
に
風
は
う
ま
く
拭
き 

半
月
の
表
面
は
き
れ
い
に
吹
き
は
ら
は
れ
た 

だ
か
ら
わ
た
く
し
の
洋
傘
は 

し
ば
ら
く
ぱ
た
ぱ
た
言
つ
て
か
ら 

ぬ
れ
た
橋
板
に
倒
れ
た
の
だ 

松
倉
山
松
倉
山
尖
つ
て
ま
つ
暗
な
悪
魔
蒼
鉛
の
空
に
立

ち 電
燈
は
よ
ほ
ど
熟
し
て
ゐ
る 

風
が
も
う
こ
れ
つ
き
り
吹
け
ば 

ま
さ
し
く
吹
い
て
来
る

劫
カ
ル
パ

の
は
じ
め
の
風 

ひ
と
き
れ
そ
ら
に
う
か
ぶ
暁
の
モ
テ
イ
ー
フ 

電
線
と
恐
ろ
し
い

玉

髄

キ
ヤ
ル
セ
ド
ニ

の
雲
の
き
れ 

そ
こ
か
ら
見
当
の
つ
か
な
い
大
き
な
青
い
星
が
う
か
ぶ 

 
 
 

（
何
べ
ん
の
恋
の
償
ひ
だ
） 

そ
ん
な
恐
ろ
し
い
が
ま
い
ろ
の
雲
と 

わ
た
く
し
の
上
着
は
ひ
る
が
へ
り 

 
 
 

（
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
か
け
ろ
か
け
ろ
） 

月
は
い
き
な
り
二
つ
に
な
り 

盲
ひ
た
黒
い
暈
を
つ
く
つ
て
光
面
を
過
ぎ
る
雲
の
一
群 

 
 
 

（
し
づ
ま
れ
し
づ
ま
れ
五
間
森 

 
 
 
 

木
を
き
ら
れ
て
も
し
づ
ま
る
の
だ
） 

  

作
品
舞
台
は
、
志
度
平
温
泉
と
大
沢
温
泉
と
の
ほ
ぼ
中
間
地

点
で
、
豊
沢
川
に
架
か
っ
て
い
る

渡
わ
た
り

橋
（
現
在
の

渡
わ
た
り

温
泉
付

近
）
に
、
賢
治
は
立
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

〈
渡
り
〉
に
お
住
ま
い
の
畠
山
幸
三
郎
さ
ん
（
昭
和
八
年
生
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ま
れ
）
の
お
話
で
は
、
「
橋
板
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

し
、
渡
橋
は
か
つ
て
は
板
で
で
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
時
は
花
巻
市
街
と
鉛
温
泉
を
結
ぶ
花
巻
電
気
鉄
道
・
鉛
線

（
軌
道
式
）
が
走
っ
て
お
り
、
渡
橋
は
、
橋
脚
と
し
て
石
を
積

み
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
た
も
の
が
用
い
ら
れ
、
電
気
鉄
道
は

橋
の
片
側
に
つ
く
ら
れ
た
鉄
製
の
橋
板
の
上
を
運
行
し
て
い

た
と
い
う
。
夜
間
運
転
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
〔
写
真
集
〕
栄
光
の
軌
道
花
巻
電
鉄
』
（
著
者
・
佐
々
木
幸

夫
、
発
行
者
・
花
巻
電
鉄
Ｏ
Ｂ
会
会
長
小
田
島
勝
見
、
熊
谷
出

版
印
刷
部
、
平
元
・
３
）
を
見
る
と
、
渡
り
橋
上
を
通
過
中
の

軌
道
敷
電
車
の
写
真
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
細
部
は
不
分
明
で

あ
る
が
、
お
お
よ
そ
、
畠
山
氏
の
証
言
と
一
致
し
て
い
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
前
提
で
詩
の
解
釈
を
試
み
て
み
る
な
ら
、
「
オ

ル
ゴ
ー
ル
」
と
い
う
表
現
は
、
軌
道
式
電
車
に
電
気
を
送
る
た

め
に
立
て
ら
れ
た
電
柱
（
同
電
柱
に
は
家
庭
用
の
電
線
も
敷
設

さ
れ
て
い
た
）
の
電
線
に
強
い
風
が
吹
き
つ
け
、
う
な
り
を
立

て
て
い
る
よ
う
す
を
暗
喩
と
し
て
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
「
一
点
の
ダ
ア
リ
ア
複
合
体
」
と
描
写
さ
れ
た

「
電
燈
」
は
、
畠
山
氏
の
記
憶
で
は
〈
渡
り
〉
駅
は
無
人
駅
で
、

電
柱
に
電
灯
が
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

電
燈
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

賢
治
は
、
駅
名
で
い
え
ば
〈
志
度
平
温
泉
〉
か
ら
〈
渡
り
〉

を
経
て
〈
大
沢
温
泉
〉
方
面
に
歩
い
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

進
行
方
向
の
後
ろ
に
「
松
倉
山
」
（
写
真
11
）
が
あ
り
、
前

方
左
手
奥
に
「
五
間
森
」
（
「
五
間
ヶ
森
」
写
真
12
）
が
あ

る
こ
と
に
な
る
。
同
日
の
日
付
を
も
つ
詩
「
昴
」
か
ら
、
帰
途

は
電
車
に
乗
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

花
巻
電
気
軌
道
設
立
は
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
で
あ

る
が
、
一
時
に
全
線
が
開
通
し
た
わ
け
で
な
い
。
馬
車
鉄
道
の

区
間
も
あ
り
、
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
五
月
に 

志
戸

平
温
泉
と
湯
口
（
大
沢
温
泉
）
間
の
電
車
運
転
が
開
業
さ
れ
て

い
る
。
賢
治
の
詩
の
日
付
は
わ
ず
か
そ
の
四
ヶ
月
後
で
あ
る
。

な
お
、
大
沢
温
泉
と
西
鉛
温
泉
間
は
当
時
ま
だ
馬
車
鉄
道
で
、

電
化
は
大
正
一
四
年
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。  

 

さ
て
、
「
五
間
森
」
や
「
松
倉
山
」
が
「
石
英
安
山
岩

デ

サ

イ

ト

」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
謎
で
あ
る
。
す
で
に
確
認

し
た
よ
う
に
、
賢
治
は
「
五
間
ヶ
森
」
を
「
〔
地
質
調
査
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
〕
」
上
で
流
紋
岩
と
記
述
し
て
お
り
、
詩
に
お
い
て

「
石
英
安
山
岩
」
と
記
し
た
こ
と
の
合
理
的
理
由
を
見
出
す
こ 

と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
「
松
倉
山
」
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も
「
石
英
安
山
岩

デ

サ

イ

ト

」
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
あ
え
て
い
う
な
ら
、

賢
治
に
は
「
五
間
森
」
や
「
松
倉
山
」
を
「
岩
頸
」
と
捉
え
た

い
内
的
理
由
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
石
英
安
山
岩
」
と
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

「
岩
頸
」
と
「
石
英
安
山
岩
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
賢
治

の
場
合
、
沼
森
（
散
文
「
沼
森
」
）
や
南
昌
山
（
短
歌
№
240
）

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
沼
森
や
南
昌
山
が
石
英

安
山
岩
だ
と
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
用
例
と
し
て
存

在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
の
「
五
間
森
」

や
「
松
倉
山
」
を
見
る
か
ぎ
り
、
「
岩
頸
」
の
表
現
が
あ
ま
り

当
て
は
ま
ら
な
い
山
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
五
間
ヶ
森
」

は
山
頂
が
平
ら
で
「
岩
頸
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
な
い
。
「
松

倉
山
」
も
〈
渡
り
〉
側
か
ら
見
れ
ば
山
容
は
「
岩
頸
」
と
呼
べ

そ
う
だ
が
、
別
の
角
度
か
ら
見
た
場
合
横
に
細
長
く
（
写
真
13
）
、

や
は
り
「
岩
頸
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
実
際
と
詩
の
表
現
と
の
食
い
違
い
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

べ
き
か
。
単
純
に
賢
治
の
記
憶
違
い
と
い
う
こ
と
で
済
ま
す
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
種
の
問
題
は
、
詩
を
さ

ら
に
深
く
読
み
込
ん
で
行
く
過
程
で
、
自
ず
と
賢
治
の
意
図
し

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
が
、
本

稿
の
目
的
か
ら
は
ず
れ
る
の
で
、
別
稿
の
課
題
と
し
て
と
ど
め

お
く
こ
と
に
す
る
。 

  

「
風
景
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
」
と
同
日
の
日
付
（
一
九
二
三
・
九
・

一
六
）
を
も
つ
詩
「
風
の
偏
奇
」
も
、
舞
台
は
同
じ
で
あ
る
。 

 

お
ゝ
私
の
う
し
ろ
の
松
倉
山
に
は 

用
意
さ
れ
た
一
万
の
珪
化
流
紋
凝
灰
岩
の
弾
塊
が
あ
り 

川
尻
断
層
の
と
き
か
ら
息
を
殺
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
て 

私
が
腕
時
計
を
光
ら
し
過
ぎ
れ
ば
落
ち
て
く
る 

空
気
の
透
明
度
は
水
よ
り
も
強
く 

松
倉
山
か
ら
生
え
た
木
は 

敬
虔
に
天
に
祈
つ
て
ゐ
る 

  

こ
の
作
品
で
賢
治
は
「
松
倉
山
」
を
「
珪
化
流
紋
凝
灰
岩
」

と
よ
ん
で
い
る
。「
風
景
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
」
で
は
「
石
英
安
山
岩

デ

サ

イ

ト

」

で
あ
っ
た
。
現
在
流
布
し
て
い
る
地
質
図
（
内
外
地
図
株
式
会

社
発
行
・
著
作
権
所
有
者:

長
谷
地
質
調
査
事
務
所
、
昭
55
・

９
）
で
は
「
流
紋
岩
」
の
山
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
、
ま
ず
は
、

実
際
の
岩
石
が
何
で
あ
る
の
か
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。「
松
倉
山
」
を
調
査
し
て
み
る
と
、
賢
治
の
い
う
「
珪
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化
流
紋
凝
灰
岩
」
の
正
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
「
松
倉
山
」
は

細
長
い
山
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
流
紋
岩
か
ら
成
る
場
所

が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
私
が
調
査
し
た
数
箇
所
（
沢

や
尾
根
）
で
の
サ
ン
プ
ル
採
取
の
結
果
は
、
ほ
と
ん
ど
が
凝
灰

岩
と
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
（
写
真
14
・
15
）
。
泥
岩

層
な
ど
の
混
じ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。 

 

次
に
「
川
尻
断
層
」
の
語
だ
が
、
原
子
朗
著
『
新
宮
沢
賢
治

語
彙
辞
典
』
（
東
京
書
籍
、
99
・
７
）
で
も
解
説
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
一
八
九
六
年
（
明
治
29
年
）
八
月
三
一
日
に
お
き
た

陸
羽
地
震
に
よ
っ
て
和
賀
郡
湯
田
村
（
現
・
西
和
賀
町
川
尻
）

に
生
じ
た
断
層
の
こ
と
で
あ
る
。
『
岩
手
百
科
事
典
』
（
岩
手

放
送
、
53
・
10
）
に
よ
れ
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
．
五
と

推
定
さ
れ
、
県
内
の
死
者
四
人
、
全
壊
家
屋
一
一
〇
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
な
お
、
秋
田
県
側
の
被
害
は
岩
手
県
の
被
害
を
は

る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

賢
治
は
「
珪
化
流
紋
凝
灰
岩
」
を
「
用
意
さ
れ
た
一
万
の
」

「
弾
塊
」
と
記
し
て
い
る
（
写
真
16
）
。
詩
の
解
釈
と
し
て

は
、
陸
羽
地
震
に
よ
り
「
松
倉
山
」
の
珪
化
流
紋
凝
灰
岩
に
無

数
の
罅
が
入
っ
た
と
読
め
る
が
、
そ
れ
が
事
実
と
異
な
る
こ
と

を
賢
治
は
承
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
凝
灰
岩
の
罅
の
隙
間

に
は
所
に
よ
っ
て
水
晶
が
発
達
し
て
お
り
（
写
真
17
）
、
火

山
灰
が
海
底
に
積
も
っ
て
地
下
深
く
沈
ん
で
い
た
頃
か
ら
の

罅
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
賢
治
が
「
珪
化
」
と
呼
ん
で

い
る
の
は
、
地
下
に
お
い
て
高
熱
の
温
水
に
さ
ら
さ
れ
た
結
果

と
し
て
の
「
珪
化
」（
二
酸
化
珪
素
化
）
を
意
味
し
た
も
の
で
、

「
珪
化
」
作
用
を
受
け
た
「
松
倉
山
」
の
凝
灰
岩
は
通
常
の
凝

灰
岩
と
異
な
り
、
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
く
と
カ
ー
ン
と
高
い
音
を

立
て
る
ほ
ど
の
硬
さ
を
有
し
て
い
る
。 

 

「
報
告
書
」
で
の
記
述
に
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。 

 

二
．
流
紋
凝
灰
岩

．
．
．
．
． 

本
岩
ハ
流
紋
岩
質
火
山
灰
ノ
水
中

ニ
沈
積
シ
テ
固
結
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
白
色
淡
灰
色

淡
黄
褐
色
ヲ
呈
シ
粗
糙
ニ
シ
テ
脆
弱
ナ
ル
モ
ノ
ト
緻
密

ニ
シ
テ
堅
実
ナ
ル
モ
ノ
ト
ア
リ
、
往
々
稍
粗
大
ナ
ル
流

紋
岩
ノ
砕
屑
ヲ
混
有
シ
、
又
肉
眼
ニ
テ
認
視
ス
ル
ヲ
得

へ
キ
石
英
粒
ヲ
散
布
ス
、
本
岩
ハ
西
部
丘
陵
地
ノ
大
部

分
ヲ
形
成
シ
豊
沢
川
上
流
地
ニ
於
テ
ハ
本
層
中
所
々
ニ

流
紋
岩
ヲ
露
出
ス
、
鉛
大
沢
間
ニ
於
テ
ハ
本
凝
灰
岩
ヲ

採
掘
シ
下シ

ダ

シ
沢サ

ハ

石
卜
称
シ
竃
ノ
製
作
ニ
利
用
ス
、
盛
岡

附
近
ニ
於
ケ
ル
滝
沢
石
卜
岩
種
及
用
途
ヲ
同
フ
ス
、
台
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温
泉
地
ニ
於
テ
ハ
其
分
解
ニ
ヨ
リ
テ
生
シ
タ
ル
白
土
ヲ

以
テ
陶
器
ヲ
製
造
ス
、
本
岩
ニ
ハ
温
泉
ノ
作
用
ヲ
受
ケ

テ
硅
化
．
．
シ
頗
ル
堅
硬
ト
ナ
リ
頑
ト
シ
テ
風
化
ニ
耐
フ
ル

モ
ノ
ア
リ
志
戸
平
、
江
釣
子
森
、
台
温
泉
附
近
等
ニ
於

テ
好
例
ヲ
見
ル
。 

  

「
流
紋
凝
灰
岩
」
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
珪
（
硅
）
化
」

さ
れ
る
か
、
ま
た
「
珪
化
流
紋
凝
灰
岩
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
賢
治
自
身
が
説
明
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
稗
貫
郡
に
お

け
る
「
珪
化
流
紋
凝
灰
岩
」
は
「
志
戸
平
、
江
釣
子
森
、
台
温

泉
附
近
等
ニ
於
テ
好
例
ヲ
見
ル
」
と
さ
れ
て
お
り
、
松
倉
山
は

そ
の
中
の
一
つ
の
「
志
度
平
」
に
あ
る
。
こ
こ
の
石
は
明
治
時

代
よ
り
「
耐
火
粘
土
」
と
し
て
知
ら
れ
、
「
明
治
九
年 

各
府

県
金
石
試
験
記
」
（
文
部
省
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
「
報
告
書
」
と
と
も
に
刊
行
さ
れ
た
「
岩
手
県
稗
貫

郡
主
要
部
地
質
及
土
性
略
図
」
（
『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』

第
十
四
巻
「
雑
纂
」
）
を
確
認
す
る
と
、
松
倉
山
の
あ
る
一
帯

は
、
「 

」
と
あ
り
、
「
流
紋
凝
灰
岩
」
の
「
硅
化
部
」
と
説

明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
お
そ
ら
く
賢
治
の
調
査
が
生

か
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
現
在
松
倉
山
が
流
紋
岩
の
山
と
判
断

さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
必

要
を
感
じ
て
い
る
。 

  
 
 
 

 
 

二 

金
山
・
銀
山 

   

堀
尾
青
史
著
『
年
譜 

宮
沢
賢
治
伝
』
（
図
書
新
聞
双
書
、

昭
41
）
に
、
土
性
調
査
に
伴
い
林
業
の
調
査
を
受
け
持
っ
た
盛

岡
高
等
農
林
学
校
の
林
科
助
教
授
・
小
泉
多
三
郎
の
聞
き
書
き

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
興
味
深
い
も
の
だ

が
、
そ
の
な
か
の
一
つ
に
、
「
金
」
「
銀
」
に
関
す
る
話
が
あ

る
。 

 

 

大
沢
温
泉
に
第
一
夜
を
あ
か
し
、
鉛
を
半
分
こ
え
た
時

で
し
た
。
宮
沢
は
、
私
に
特
に
き
か
せ
る
と
い
う
で
も
な

く
、
何
か
ひ
と
り
ご
と
を
言
い
な
が
ら
道
を
歩
い
て
い
る

の
で
す
。
考
え
考
え
、
頭
の
中
に
あ
る
も
の
を
ま
と
め
て

い
る
と
い
っ
た
調
子
で
、「
こ
の
谷
の
こ
っ
ち
側
に
は
金
、

こ
っ
ち
側
に
は
銀
、
こ
こ
に
は
鉄
が
あ
り
ま
す
―
―
。
」

な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
学
問
的
な
カ
ン
を
ひ
ら
め

か
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
の
地
質
を
見
透
す
よ
う
に
や
っ
て
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い
る
の
で
す
。 

  

「
鉛
を
半
分
こ
え
た
」
地
点
と
い
っ
た
場
合
、
賢
治
の
い
う

「
谷
」
と
は
ど
れ
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。「
鉛
を
半
分
こ
え
た
」

地
点
に
「
谷
」
と
よ
べ
る
ほ
ど
の
場
所
は
な
い
。
〈
鉛
〉
を
越

え
て
少
し
行
っ
た
と
こ
ろ
な
ら
ば
、
北
東
か
ら
〈
東
ノ
又
沢
〉

が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
そ
の
場
合
は
男
助
層
か
矢
櫃
層
（
湯
口

層
）
と
な
る
、
鉛
付
近
の
西
側
な
ら
ば
大
荒
沢
層
（
幕
館
層
）

と
な
る
だ
ろ
う
。
〈
鉛
〉
付
近
で
鉱
山
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録

は
な
く
、
ま
た
、
詳
し
い
現
地
調
査
も
で
き
て
お
ら
ず
、
現
時

点
で
確
定
的
な
こ
と
は
何
も
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、

岩
田
安
正
氏
（
前
宮
沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
館
副
館
長
）
の
情

報
で
、
松
倉
山
を
地
元
で
は
銀
山
と
呼
ぶ
こ
と
の
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
先
に
紹
介
し
た
賢
治
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
の
関
連
も
あ

り
、
今
回
少
し
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
過
程

で
、
松
倉
山
は
金
山
と
し
て
稼
動
し
て
い
た
時
期
の
あ
る
こ
と

も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
な
り
、
信
憑
性
の
あ
る
こ
と

な
の
で
、
記
録
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
。 

 

松
倉
山
は
矢
櫃
層
に
属
す
矢
櫃
層
は
台
温
泉
か
ら
さ
ら
に

北
方
に
か
け
広
が
る
凝
灰
岩
を
中
心
と
し
た
地
層
で
あ
る
。 

 

畠
山
幸
三
郎
さ
ん
（
前
出
）
の
お
話
で
は
、
小
さ
い
頃
か
ら

松
倉
山
を
銀
山
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
松
倉
山
は
畠
山

さ
ん
の
家
の
目
と
鼻
の
先
に
そ
び
え
る
山
で
あ
る
。
畠
山
さ
ん

は
明
治
生
ま
れ
の
父
親
か
ら
「
あ
の
山
は
銀
が
採
れ
る
」
と
聞

か
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
昭
和
以
前
、
大
正

期
か
明
治
期
か
ら
銀
が
掘
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
坑
口
は
山
の
中
腹
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
（
写
真
18
）
。
畠
山
さ
ん
の
記
憶
で
も
、
時
折
、
銀
を
掘

り
に
来
る
人
が
い
て
、
地
元
の
主
婦
を
数
人
雇
い
、
掘
り
出
し

た
鉱
石
を
鉄
の
臼
で
細
か
く
砕
き
、
水
を
流
し
た
樋
を
使
っ
て

銀
を
よ
り
分
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
四
合
瓶
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
帰
っ
て
い
く
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
会

社
組
織
で
の
大
が
か
り
な
採
掘
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

 

畠
山
さ
ん
の
証
言
に
、
多
少
検
証
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
銀
の
採
掘
の
場
合
自
然
銀
と
し
て
の
産
出
は
あ
ま
り
考

え
ら
れ
ず
、
多
く
は
硫
黄
と
の
化
合
物
と
し
て
産
出
す
る
。
ま

た
、
方
鉛
鉱
な
ど
に
含
ま
れ
て
一
緒
に
産
出
す
る
こ
と
が
多
い
。

つ
ま
り
、
銀
の
採
取
に
は
精
錬
の
作
業
が
加
わ
る
わ
け
で
、
そ

の
点
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
お
話
の
感
じ
で

は
、
山
金
の
採
掘
の
よ
う
で
も
あ
る
。
当
日
は
天
候
の
関
係
で
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坑
口
ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
ず
、
銀
鉱
石
も
入
手
し
て
い
な
い

の
で
、
断
定
的
な
結
論
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

  

金
山
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
松
倉
山
の
地
主
さ
ん

で
あ
る
畠
山
勲
さ
ん
（
大
正
一
三
年
生
ま
れ
）
か
ら
伺
っ
た
話

で
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
か
ら
三
五
年
く
ら
い
の
こ
と
、
日
鉄
釜

石
鉱
業
所
か
ら
技
師
が
来
て
、
金
の
採
掘
を
目
的
に
坑
道
を
松

倉
山
に
七
本
掘
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
横
に
掘
り
進
め
、
深
い
も

の
で
一
三
〇
㍍
ほ
ど
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
釜
石
鉱
業
所
の
所
長

で
あ
る
今
井
さ
ん
と
い
う
方
の
一
級
先
輩
に
金
を
探
す
山
師

が
い
て
、
採
掘
を
勧
め
た
そ
う
で
あ
る
。
畠
山
さ
ん
に
金
の
鉱

石
を
お
持
ち
か
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
軒
下
に
あ
る
石
を
持
っ
て

こ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
金
の
鉱
石
で
、
以
前
は
肉
眼
で
確
認
で
き

る
大
き
さ
の
金
が
付
着
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
箔
の

よ
う
に
付
着
し
て
い
る
金
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
付
近

に
鉱
石
の
欠
け
た
一
部
が
あ
っ
た
の
で
頂
戴
で
き
な
い
か
お

願
い
す
る
と
快
く
分
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
（
写
真

19
）
。
ル
ー
ペ
を
使
っ
て
観
察
し
て
み
た
が
、
残
念
な
が
ら

金
の
存
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
マ
グ
マ
の
熱

水
が
滲
入
し
て
で
き
た
鉱
床
と
考
え
ら
れ
る
。
金
鉱
脈
は
一
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
巾
で
、
掘
り
進
め
る
に
し
た
が
い
、
細
く
な
っ

た
り
ま
た
太
く
な
っ
た
り
す
る
そ
う
で
あ
る
。
現
在
坑
口
は
安

全
の
た
め
す
べ
て
塞
が
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
当
時
、
金
鉱
石
を

砕
く
た
め
に
使
わ
れ
た
と
い
う
鉄
製
の
臼
と
杵
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
。
（
写
真
20
）
。 

 

ま
た
、
昭
和
初
期
の
頃
、
松
倉
山
の
裏
手
に
松
沢
鉱
山
と
い

う
金
山
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
江
釣
子
森
山
側
か
ら
、

松
倉
山
に
向
け
て
掘
っ
て
い
た
と
い
う
記
憶
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
同
時
期
の
記
憶
と
し
て
、「
天
ヶ
森
」（
賢
治
の
「
〔
地

質
調
査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
に
含
ま
れ
て
い
る
山
名
）
の
麓
に

も
鉱
山
が
あ
り
、
金
も
掘
り
出
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

  

さ
て
、
賢
治
が
小
泉
助
教
授
に
独
り
言
の
よ
う
に
語
っ
た

「
金
」
「
銀
」
「
鉄
」
の
話
だ
が
、
単
な
る
当
て
推
量
な
の
か
、

そ
れ
と
も
、
具
体
的
な
地
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
の
こ
と
だ
っ

た
の
か
、
可
能
な
範
囲
で
推
測
し
て
み
た
い
。 

 

「
江
尻
断
層
」
の
あ
る
現
在
の
西
和
賀
町
は
、
か
つ
て
金
・

銀
・
銅
な
ど
を
多
産
し
た
地
域
で
、
大
正
期
に
は
す
で
に
数
多

く
の
鉱
山
が
開
か
れ
て
い
た
。
大
荒
沢
層
や
大
石
層
と
呼
ば
れ

る
地
域
で
、
そ
れ
は
賢
治
が
歩
い
て
い
た
豊
沢
川
流
域
に
も
続

い
て
い
る
地
層
で
あ
る
。
賢
治
の
作
品
に
も
具
体
的
記
述
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
詩
「
〔
甲
助 

今
朝
ま
だ
く
ら
ぁ
に
〕
」
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(14)

（
『
春
と
修
羅
』
第
三
集
）
に
記
さ
れ
る
「
綱
取
」
は
和
賀
仙

人
鉱
山
の
近
く
の
綱
取
鉱
山
の
こ
と
で
、
当
時
盛
ん
に
金
銀
銅

な
ど
を
産
出
し
て
い
た
。
金
・
銀
で
は
な
い
が
、
「
〔
地
質
調

査
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
〕
」
と
の
地
域
的
関
わ
り
で
い
え
ば
、
三
ツ

沢
鉱
山
（
銅
）
や
鶯
沢
鉱
山
（
硫
黄
）
な
ど
重
要
な
鉱
山
が
近

く
で
稼
動
し
て
い
る
事
実
も
見
の
が
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
ま
た
、
現
在
の
豊
沢
ダ
ム
の
奥
に
あ
た
る
桂
沢
の
沢
口

付
近
に
は
桂
沢
金
山
が
あ
り
、
賢
治
の
詩
「
〔
廃
坑
〕
」
の
下

書
き
原
稿
の
余
白
に
、
メ
モ
と
し
て
だ
が
そ
の
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
大
正
期
の
鉱
山
の
活
発
な
稼
動
状
況
を
前
提

に
、
さ
ら
に
、
今
回
の
聞
き
取
り
調
査
で
見
え
て
き
た
、
松
倉

山
で
の
金
ま
た
は
銀
の
採
掘
、
そ
し
て
松
沢
鉱
山
や
天
ヶ
森
鉱

山
と
い
っ
た
確
実
に
昭
和
初
期
ま
で
遡
る
こ
と
の
で
き
る
金

の
採
掘
の
歴
史
と
い
っ
た
条
件
を
考
慮
す
る
な
ら
、
お
そ
ら
く

賢
治
は
、
そ
れ
な
り
の
鉱
山
学
的
な
知
識
と
根
拠
を
も
っ
た
う

え
で
、
小
泉
助
教
授
に
「
金
」
「
銀
」
「
鉄
」
の
こ
と
を
語
っ

た
、
と
推
定
す
る
こ
と
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今

後
同
地
域
の
調
査
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。 

      

（
了
） 
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